
- 1 - 

 

審 議 会 等 の 会 議 結 果 

1 会議の名称 令和５年度第１回津市環境審議会 

2 開催日時 
令和５年７月２７日（木曜日） 

午前１０時から午前１１時５０分 

3 開催場所 
本庁舎 ８階大会議室Ａ  

（津市西丸之内２３－１） 

4 出席した者の氏名 

（津市環境審議会委員） 

塚田森生、北村早都子、青山泰樹、太田増一、筧晴、金子聡、木

原剛弘、木村妙子、國分弓子、小林小代子、曽山信雄、橋爪俊裕、

畑井育男、原素之、平田裕一、森秀美、横山勝代 

（事務局） 

環境部長 辻岡賢二 

環境施設担当理事 格嶋淳夫 

環境部次長 岡則幸 

環境政策担当参事（兼）環境政策課長 西川直希 

ごみ焼却・し尿処理施設担当参事（兼）ごみ焼却・し尿処理施設

担当副参事・西部クリーンセンター所長・クリーンセンターおお

たか所長・安芸・津衛生センター所長        石黒司一 

環境保全課長 伊藤伸一 

環境保全課 空地・空家等連絡調整担当副参事 前田健 

環境事業課長 小橋毅 

環境施設課 建設担当副参事 前納秀光 

下水道工務担当参事（兼）下水道工務課長 長谷和哉 

農林水産政策課長（兼）獣害対策担当副参事 葛井克昌 

林業振興室長 藤田昌也 

環境政策課調整・企画管理担当主幹 山下貴史 

環境政策課地域脱炭素推進担当主幹 林邦知 

環境政策課主査 田内悠介 

環境政策課主査 別所真紀 

環境政策課主事 松下善信 

環境政策課主事 榊浩平 

5 内容 

（1） 津市環境基本計画 令和４年度年次報告書について 

（2） 津市環境基本計画 中間見直し完了の報告について 

（3） 津市地球温暖化対策実行計画 一部改定について 
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（4） その他 

6 会議の公開・非公開 公開 

7 傍聴者の数 0人 

8 担当 

環境政策課企画管理担当 

電話番号 ： 059-229-3139 

E-mail ： 229-3139@city.tsu.lg.jp 

 

議事の内容 下記のとおり 

事務局（山下） 

 

 

 

 

 

 

 

 

平田委員 

 

事務局（山下） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お待たせいたしました。定刻になりましたので、ただ今から、令和５年

度第１回津市環境審議会を開催いたします。 

委員の皆様には、大変お忙しい中、ご出席を賜り、ありがとうございま

す。審議に入るまでの間、進行役を務めさせていただきます、環境政策課

の山下と申します。どうぞよろしくお願いします。 

はじめに、人事異動によりまして新たに環境審議会委員に就任されまし

た方をご報告申し上げます。井村屋グループ株式会社 ＨＲ（ヒューマン

リソース）室 副室長「平田裕一様」でございます。 

 

よろしくお願いします。 

 

どうぞ、よろしくお願いいたします。 

また、三重県環境生活部 環境共生局 次長「佐藤弘之様」におかれま

しても、新たに環境審議会委員に就任されましたが、本日は所用により欠

席とのご報告をいただいております。 

なお、本日、所用により、「津商工会議所女性会副会長 堀川正代様」、

「津安芸農業協同組合代表理事組合長 水谷隆様」におかれましても、欠

席とのご報告をいただいております。 

それでは、はじめに会議の開催にあたりまして、環境部長からご挨拶を

させていただきます。 

 

改めまして、皆さんこんにちは。この４月から環境部長をさせていただ

いております、辻岡といいます。どうぞよろしくお願いします。 

本日は本当にお暑い中、この環境審議会にお集まりいただき、誠にあり

がとうございます。また、委員の皆様には、平素から環境行政に格別のご

協力を賜り、誠にありがとうございます。重ねてお礼申し上げます。 

本日の会議でございますが、津市環境基本計画の令和４年度の取組に係

る年次報告と、昨年度からご審議をいただいておりました環境基本計画の

中間見直しの最終結果、また津市地球温暖化対策実行計画の一部改定案を

ご提示させていただきます。この後、担当の方からご説明をさせていただ

きますので、ご審議のほど、どうぞよろしくお願いします。以上でござい
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事務局（山下） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

塚田会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ます。 

 

それでは、会議に入ります前に、事務局職員の紹介をさせていただきた

いと思います。 

（以下、事務局紹介） 

それでは、審議に入ります前に、お手元に配布してございます、本日の

会議資料の確認をお願いしたいと思います。 

まずはじめに、本日の「事項書」でございます。その次に、「津市環境審

議会に係る意見シート」でございます。次に、「津市環境基本計画～中間見

直し～」でございます。その次に、右上に別紙１とございます、「国、県の

削減目標の引き上げと本市計画の改定」でございます。次に、右上に別紙

２とございます、「津市地球温暖化対策実行計画 新旧対照表」でござい

ます。そして、郵送させていただきました、「津市環境基本計画 令和４年

度年次報告書」、「津市地球温暖化対策実行計画 改定案」の以上７点でご

ざいます。よろしいでしょうか。 

 続きまして、会議の成立について、ご報告申し上げます。 

津市環境基本条例第２０条第２項におきまして「審議会は、委員の半数

以上が出席しなければ、会議を開くことができない。」と定められており

ます。本日、２０名の委員のうち１７名の委員にご出席いただいておりま

すので、会議が成立していることをご報告いたします。 

 当審議会につきましては、津市情報公開条例第２３条の規定に基づき、

公開することとし、一般市民の方の傍聴席を設けるとともに、会議の結果

につきましても、会議の議事録といたしまして、発言者の氏名を含め、公

開することとなりますので、ご了承のほどよろしくお願いいたします。会

議の議事録につきましては、津市のホームページ上で公開させていただき

ますのでご了承ください。 

それでは、「津市環境基本条例」第２０条により、会長が議長を務めさせ

ていただくことになっておりますので、ここからは、塚田会長に議事進行

をお願いします。 

 それでは、塚田会長よろしくお願いいたします。 

 

はい。それでは、これより議長として会議を進めさせていただきます。

よろしくお願いします。 

 まず、本日の会議の議事録署名人を私の方から指名させていただきたい

と思います。一人目が木村妙子委員、それからもう一人、曽山信雄委員、

よろしいでしょうか。それでは、木村委員、曽山委員よろしくお願いいた

します。 

 本日の審議事項は、「津市環境基本計画 令和４年度年次報告書につい

て」、それから「津市環境基本計画 中間見直し完了の報告について」、そ

れから「津市地球温暖化対策実行計画 一部改定について」でございます。 

時間に限りがありますので、進行につきまして、特に皆様のご発言を完

結にしていただいて、なるべくたくさんの方のご意見頂戴したいと思いま

すので、ご協力よろしくお願いします。 

 それでは、事項１に入ります。「津市環境基本計画 令和４年度年次報
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告書について」です。それでは、事務局の方から説明をお願いします。 

  

 環境政策課長の西川でございます。平素は市の環境施策の推進にご協力

をいただきまして、誠にありがとうございます。 

それでは、令和４年度の環境施策の取組について、ご説明をいたします。

すみません、座らせていただきまして、ご説明させていただきます。 

お手元のですね、「津市環境基本計画 令和４年度年次報告書」をご覧く

ださい。 

令和４年度は、津市環境基本計画、計画期間平成３０年度から令和９年

度の５年目でありました。お手元の「津市環境基本計画 令和４年度年次

報告書」は、環境基本計画と環境基本計画実行計画に沿って、令和４年度

の取組結果を整理しております。 

報告書の後半は、以前の環境基本計画の期間中からのデータを積み上げ

た資料として整理しております。 

また、時間の都合上、内容を割愛して説明させていただきます。 

それではですね、すみません、各施策における主な取組結果をご説明い

たします。まず、《環境目標１》「自然と調和した恵み豊かな環境」への取

組でございます。 

年次報告書１ページをお願いします。自然環境の保全《山と川と海のネ

ットワークの推進》でございます。 

新雲出川物語推進委員会が主体となって、雲出川流域の環境保全を目的

とした様々な事業が実施されました。主なものといたしまして、香良洲海

岸清掃活動には１２９名、白山地域でのリバーパーク真見エコウオークに

は１８０名の参加があり、清掃活動を通じて自然に触れるとともに、交流

の輪を広げることができました。 

また、環境保全活動のリーダーを養成することなどを目的として開催さ

れた環境基礎講座には３０名の参加がありました。他にもですね、雲出川

一斉清掃や、美杉町上多気地区と白山町真見地区で植樹を行うなど、様々

な取組を行っております。 

津市エコサークル事業といたしましては、エコサークルメンバーの活動

を発表する場である「津市エコサークル活動報告会」を開催し、1８名の参

加がありました。 

現状等を踏まえた今後の取組としては、今後も、山と川と海のネットワ

ークを推進し、雲出川流域の豊かな自然環境を情報発信するとともに、本

市の豊かな自然を次世代へ継承していくため、市民・ボランティア団体・

事業者・行政機関など、環境保全活動に取り組む各主体の連携を促進して

まいります。 

次に５ページをお願いします。《里地・里山・里海の保全》でございます。 

 里地・里山・里海を守っていくために、市民の皆様がそれらの自然に触

れ、その重要性を実感していただくことが大切であることから、「ホタル

観察会」などの自然学習イベントを開催いたしました。自然学習イベント

には、全部で１９０名の参加があり、市民の皆様の自然環境に対する意識

の向上につなげることができました。 

現状等を踏まえた今後の取組としては、里地・里山・里海が私達にとっ



- 5 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

て豊かな恵みをもたらす大切な財産であることを自然学習イベントを通

して情報発信し、環境意識が向上されることで、環境保全に繋がっていく

よう努めてまいります。 

次に７ページをお願いします。《森林環境の保全》でございます。 

林業に対する理解を深めてもらう場として、夏休み森と緑の親子塾やま

るごと林業体験などを開催しております。これらの体験学習会には３８名

の参加があり、森づくりの大切さを知っていただく機会となりました。 

また、強い森林づくり促進事業や森林環境創造事業により、間伐等を促

進して森林の持つ多面的機能の発揮を促すことができました。 

さらに、森林環境譲与税を活用し、森林経営管理事業として、森林の経

営や管理に関しての意向調査、森林境界の明確化、現況調査及び間伐を行

い、未整備森林の解消を進めております。 

現状等を踏まえた今後の取組としては、引き続き森林の保全に関わる

様々な事業を行い、森林が持つ多面的機能が発揮されるよう努めていくと

ともに、森林経営管理事業を通じて、未整備森林の解消を図ってまいりま

す。 

次に１１ページをお願いします。《農地環境の保全》でございます。 

農業に携わる人の高齢化等による農業離れに歯止めをかけるため、就農

希望者や農業に関心のある人を対象とした市民農業塾を開催し、担い手の

育成を図りました。 

さらに、農業次世代人材投資資金事業及び新規就農者育成総合対策事業

の活用により、新規就農者の意欲喚起と就農後の定着が図られるよう努め

てまいりました。 

また、耕作放棄地化の抑制や担い手に対する農地の面的集積の取組を支

援し、効率的かつ安定的な農業経営者の育成にも取り組みました。 

現状等を踏まえた今後の取組ですが、市内の農林水産物の魅力を伝える

ため、生産者や事業者と連携した情報発信を推進してまいります。 

また、各事業の活用を通して、新規就農者・担い手の育成や農地集積・

集約化を支援することで農業経営基盤の安定化を図るとともに、農業・農

村の多面的機能を発揮させ、国土保全・資源かん養に努めてまいります。 

次は、《環境目標２》でございます。「資源が循環する社会環境」への取

組でございます。 

恐れ入ります、1４ページをお願いいたします。資源循環の推進《３Ｒの

推進》でございます。 

家庭から排出されるごみのうち、生ごみの減量化・たい肥化に取り組ん

でいただくよう、生ごみ処理機等購入補助金交付事業を実施し、１７３基

の補助金申請がありました。また、生ごみ処理機を貸し出し、その効果を

体験してもらう、生ごみ処理機貸与事業では、４３件の申し込みがありま

した。 

子ども達に資源循環への関心を持ってもらうため、小学校の給食残渣を

回収し、たい肥化した肥料を小学校の花壇等で活用してもらう、くるりん

フード事業や、市内４９小学校や公共施設、１３施設なんですけども、燃

やせるごみとして排出されがちな、お菓子などの空箱等を回収する場を設

置し、そこで回収した紙をリサイクルしたトイレットペーパーを小学校へ



- 6 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配布する、くるりんペーパー事業を実施いたしました。 

その他さまざまな取組により、令和４年度の１人１日当たりのごみの排

出量は９８４ｇで前年度の９９８ｇに比べ、１４ｇ減少いたしました。一

方、ごみのリサイクル率につきましてはですね、令和４年度は２２．１％

で前年度と同率となり、リサイクルの向上という訳にはいきませんでし

た。 

現状等を踏まえた今後の取組としては、環境だよりや市ホームページ、

ごみ分別アプリ「さんあ～る」などで啓発を継続するとともに、環境イベ

ントの開催時やごみダイエット塾などの機会を捉え、生ごみの水切り、た

い肥化、容器包装プラスチックの適正な排出、リユース掲示板の活用など

を啓発し、ごみの減量・減容化や資源化に対する意識の向上に努めてまい

ります。 

次に２０ページをお願いします。《ごみの適正分別と収集》でございま

す。 

ごみ一時集積所まで運ぶことが困難で、対象となる要件を満たす世帯を

対象に、大型家具等ごみ出し支援事業を行い、令和４年度は６３０世帯の

申請を受け、１，６２９個の大型家具を回収いたしました。 

適正なごみの分別方法・出し方については、環境だよりやごみ分別アプ

リ「さんあ～る」、ごみダイエット塾や小学校環境学習等を通じ、啓発を行

っております。 

現状等を踏まえた今後の取組としては、人口減少に伴う高齢化社会にお

いて、市民の皆様に分かりやすく負担の少ないごみ分別方法・収集方法に

ついて、引き続き協議を行うとともに、大型家具等ごみ出し支援事業など

により、ごみ出しでお困りの方への支援を行ってまいります。 

また、適切なごみ分別・出し方等につきましては、小学校での環境学習

やごみダイエット塾など、地域へ出向いて啓発を継続していくとともに、

環境だよりや市ホームページ、ごみ分別アプリなどを活用した情報発信を

してまいります。 

次に２５ページをお願いいたします。新エネルギーの適正な普及《新エ

ネルギーの利用促進》でございます。 

令和４年度の新エネルギー利用設備設置費補助金交付実績は、太陽光発

電システムは８５件、エネファームは１２１件となりました。 

また、新エネルギー利用施設の整備に関して、国及び県が策定したガイ

ドラインを基に、事業者等に助言及び指導を行いました。 

現状等を踏まえた今後の取組としては、新エネルギー利用設備設置費補

助金の補助制度の在り方、補助対象機器の見直しの検討を行うとともに、

公共施設への新エネルギーの導入を推進し、本市の事務事業における温室

効果ガスの排出量の削減に努めます。 

次に２７ページをお願いいたします。《温室効果ガスの削減対策の推進》

でございます。 

温室効果ガスの排出量削減に向け、つ・環境フェスタや環境学習講座、

夏休みこどもエコチャレンジなどを通して啓発を図りました。 

また、令和５年３月に「津市地域脱炭素推進プラットフォーム」を開設

し、温室効果ガスの排出量削減を含む地域脱炭素に資するあらゆる情報の
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発信・共有を行うことができるようになっております。 

現状等を踏まえた今後の取組としては、引き続き環境イベントや講座な

どを通した啓発を行うとともに、「津市地域脱炭素推進プラットフォーム」

における情報提供を行い、目標とする温室効果ガスの排出量削減を目指し

ます。 

また、津市地球温暖化対策実行計画について、国や県の温室効果ガス排

出削減目標と整合するよう計画の改定を行います。 

次は、《環境目標３》「快適で暮らしやすい生活環境」への取組でござい

ます。 

３４ページをお願いいたします。衛生的な生活環境の保全《空き地・空

き家等の適正管理》でございます。 

空き地・空き家対策として、広報津や市ホームページでの啓発や、地域

包括支援センターや在宅介護支援センターに協力を依頼し、チラシ配布等

を行いました。また、空き家無料相談会では９５件の相談があり、専門家

によるアドバイスを行うことができました。 

適正に管理されていない空き地・空き家については、改善依頼・指導・

勧告等により、改善に向けて取り組みました。 

現状等を踏まえた今後の取組としては、空き地や空き家等の発生抑制、

適正管理の意識醸成を図るために、広報津や環境だより、市ホームページ

など、様々な媒体を利用して啓発していきます。 

令和４年度中に「特定空家等」は２８件、「特定空家等以外の空き家」は

４４件が解体、補修等により改善されました。今後も、危険な空き家に関

する相談などに対して、「空家等対策の推進に関する特別措置法」に基づ

き、所有者へ適正に指導を行い改善に努めてまいります。 

次に３７ページをお願いいたします。《愛護動物の適正飼養》でございま

す。 

新型コロナウイルス感染症の影響により、狂犬病予防集合注射を実施い

たしませんでしたが、動物病院等での狂犬病予防注射の接種の啓発を行

い、獣医師さんに犬登録鑑札及び狂犬病予防注射済票の交付等に係る業務

を委託するなど、飼い主の利便性を高めることで、犬登録や狂犬病予防注

射の実施率の向上を図りました。 

また、ペットの適正飼養・終生飼養に関する啓発及び動物愛護に関する

啓発活動を広報津への掲載やチラシの配布にて行いました。 

現状等を踏まえた今後の取組としては、犬登録・狂犬病予防注射の必要

性を啓発していくとともに、狂犬病予防集合注射に替えて、動物病院にお

ける接種を啓発・促進することで、飼い犬の総合的な健康管理の意識の醸

成を図りながら狂犬病予防注射の実施率の向上を目指します。 

また、愛護動物の適正飼養・終生飼養及びＴＮＲ活動について、今後も

三重県あすまいると協力して、将来的には殺処分ゼロ及び市民の皆様の相

談・苦情の軽減に取り組んでまいります。 

次に４３ページをお願いします。《生活排水対策》でございます。 

公共下水道供用開始地域の公共下水道への接続を促進するため、水洗便

所改造費助成事業などの各種補助等事業を実施し、水洗化率の向上を図り

ました。 
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また、市営浄化槽事業による合併浄化槽の設置と維持管理を行うととも

に、合併浄化槽の新規設置、単独処理浄化槽やくみ取り便槽からの転換に

対して補助金を交付する、浄化槽設置整備事業補助金交付事業を実施し、

合併浄化槽の普及を図りました。 

現状等を踏まえた今後の取組としては、公共下水道への接続を促進する

ための補助制度や融資制度を継続して実施し、さらなる下水道への接続、

水洗化率の向上に取り組んでまいります。 

また、市営浄化槽事業や浄化槽設置整備事業補助金交付事業を推進する

ことにより、公共用水域の水質改善を促進してまいります。 

次に４７ページをお願いします。やすらぎを感じる生活空間の形成《緑

の保全・創出と水辺環境の保全》でございます。 

生け垣緑化用苗木の配布事業や記念樹配布事業による苗木の配布、津市

民緑と花の市の開催により、地域緑化・家庭緑化を促進することができま

した。 

緑化・美化運動では、自治会や市民団体等１８４団体に対し、苗木や花

苗、肥料等を支給し、緑豊かなまちづくりに取り組みました。 

また、都市計画公園の整備事業として、中勢グリーンパークでは、官民

連携事業による整備を行ったエリアの供用により新たな魅力が加わり、公

園利用者の利便性の向上、賑わいや憩いの創出が期待され、香良洲高台防

災公園や岩田池公園においても、計画的に事業を推進いたしました。 

現状等を踏まえた今後の取組としては、生け垣緑化用苗木の配布事業や

記念樹配布事業、緑化・美化運動などを継続して行うことで、緑化・美化

意識の向上を図ります。 

また、公園の整備について、香良洲高台防災公園は令和６年度の完成を

目指し、引き続き事業を推進するほか、岩田池公園においても現在着手し

ているサブエントランス及び園路の整備を進めます。 

以上が、環境基本計画の「第４章 めざす環境像に向けた施策の展開」

に取り組んでいく施策として掲げた施策、環境目標１から３に対しての令

和４年度の主な実績でございます。 

５６ページ以降は、環境基本計画の実現に向けて、市民の皆様に環境に

対する意識を更に持っていただくために取り組んできた施策でございま

す。 

また、資料編につきましては、以前の環境基本計画の計画期間からの実

績を積み上げたものでございます。時間の都合上、説明は割愛させていた

だきます。 

以上、環境基本計画の５年目である令和４年度の主な取組結果でござい

ます。 

委員の皆様には、ＰＤＣＡサイクルのアクションに向けた視点で、市と

しての今後の取組について、ご意見を頂戴できればと思いますので、ご審

議のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

ありがとうございました。 

ただ今、事務局から津市環境基本計画 令和４年度年次報告書について

説明がありました。皆様ご意見、ご質問はございませんか。どうぞ。 
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すみません、新雲出川物語推進委員会の畑井でございます。  

質問とお願い、それぞれ一点ずつさせていただきます。 

まず、２ページの方にですね、エコサークルの取り扱いが出ておりまし

て、エコサークルにつきましては解消し、脱炭素の推進プラットフォーム

事業の中で取り扱うというような形になっておりますが、エコサークルは

自然環境保全という形で活動してきたものでございまして、脱炭素プラッ

トフォーム事業とどのように関係付けられるのか、そのへんを教えていた

だければと思っております。 

もう一つお願いはですね、愛護動物の関係につきましては、ここには記

載をされているんですけれども、私どもが住んでいるような住宅地におき

ましても、最近ですね、イタチとかハクビシンとか、いろんなものが出て

おりまして、特にコウモリが家の中に巣作りをしているというか、そのよ

うな形で、私どもは住宅団地なんですが、非常に苦情が寄せられてきてお

ります。そのような対策についてですね、死亡して道路に落ちてる場合は、

センターの方がもう朝の７時半から回収いただいて、非常にその対応は評

価できるんですが、動物が被害を与えるときの対策についてですね、どの

ような形で、窓口になっていただいてやっていただいてるのか、その点を

教えていただきたい。できれば、そういうものについてですね、環境だよ

り等で記載をしていただけるとありがたいなと思っております。よろしく

お願いします。以上です。 

 

では、事務局からお答えいただけますか。 

 

はい、すみません。まず、最初の一つ目の環境政策課の方から回答しま

す。エコサークルですね、エコサークルということで、令和４年度までい

ろいろお世話になっとったところなんですが、委員おっしゃったとおりで

すね、今、津市地域脱炭素推進プラットフォームということで、そこへの

加入ということでですね、以前の活動をそっちへ移していただいているっ

ていうようなことになっております。津市地域脱炭素推進プラットフォー

ムなんですけども、地域脱炭素宣言とも関係しておりまして、地域脱炭素

宣言は、言われるように、カーボンゼロを目指した取組なんでございます

けども、今お話であったようにですね、自然環境の保全を目的としたエコ

サークルがっていう部分もあったかと思うんですが、この津市地域脱炭素

推進プラットフォームに関してはですね、環境保全も取組の中に入ってご

ざいまして、そのあらゆることが、活動、自然環境保全も通じますように

ですね、あらゆるものがですね、今後、二酸化炭素排出ゼロに向けてです

ね、した取組の中の一部として考えられておりますことからですね、そう

いう形で今回、整理をさせていただいておるところでございます。以上で

ございます。 

 

すみません、環境保全課の伊藤でございます。 

住宅団地の中で動物が、ということなんですけれども、まず、そのよう

なご相談、環境保全課の方に頂戴することは結構ございます。動物の中で、
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ちょっと分けて考えてはいまして、住宅地といえども、農業への影響が出

るものについては、一応、農林水産の方で種類によっては対応させていた

だくことになってます。ただ、先ほどおっしゃっていた、イタチとかコウ

モリとかですね、そういうのはちょっと、いわゆる自然の動物になるので、

こちらとしても駆除っていうのがちょっと難しいっていうこともあって、

業者さんのそういう業界で、団体で組合さんみたいなものを作られている

ので、そちらの方にご相談いただくように、ご案内をさせていただいてま

す。なかなか、駆除できるものもできないものも、ちょっと、なんて言う

んですかね、許可がいったりするものもあるので、そのへんも含めて、ち

ょっとご相談いただく。要は、防除策的なものもないかどうかも含めて、

ご案内させていただくというところでございます。環境だよりについて

は、ちょっとうちの方でも、検討させていただければと思います。以上で

ございます。 

 

よろしいですか。 

 

はい、よろしくお願いします。 

 

他の方。どうぞ。 

 

白山町の筧です。 

３ページの開発行為者への助言、そこの項目について、質問とお願いと、

そして聞かせていただきたいと思います。 

令和４年度の実績の事業名の一番最初に書いてあります「最終処分地Ｔ

ＡＭＯ新設事業に係る環境影響評価方法書」、令和４年４月１８日に出さ

れた。これは私が、この第１回の時にも質問とお願いをさせていただきま

したけども、布引山地、青山高原、標高４００メートルのところに滋賀県

の事業者であるＴＡＭＯという会社が、産業廃棄物の最終処分場管理型を

作るということで、今進められておって、そして白山町では、自治会を通

じて絶対反対運動を今繰り返しております。そうした中で、そこに書かれ

ておりますように、令和４年の４月１８日に津市長様から三重県知事宛て

に、意見書が出されました。その意見書の主な趣意というのは確か、住民

合意、十分地域住民に説明されてないということで、より住民合意を形成

するために、より丁寧な住民説明をしなさいというのが一番の趣意だった

と思いますけれども、私達、どんな説明をされてるのか今まで聞いており

ません。もし、市の方でこういう意見書が出されておりますから、この意

見書についてどのような形でＴＡＭＯ、あるいは三重県、これを請け負っ

ておりますのが三重県環境保全事業団だと思いますので、そこらが中心に

なってどんな説明をされているのか、今まで、その後、この意見書等に基

づいてどのような説明がなされているのか、そこを把握されておりました

ら教えていただきたい、こう思っております。それが一点。 

そんな中で、でも、ここは私が知る限り、着々と準備を進めております。

最後のハードルが、ネコギギがいるかどうかっていうことが、今どうもこ

の次の段階。これ方法書ですので、次の段階は評価準備書という段階にな
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ってくると思います。私は今、三重県自然指導連絡協議会の会員をやって

るんですけども、この４月に日本自然保護協会から講師先生を招いて、こ

ういう不適切な開発行為をどのように差し止めたらいいのかっていうこ

とで、このロードマップの中で教えていただきました。そうしますと、準

備書が出たらもうおしまいだと。準備書が出た段階で、こういうことを差

し止めたところはほとんどないと、全国で。あるのは東京都の一回、檜原

村で一回だけあるだけだということで、ほとんど準備書が出たら、多分建

設されるであろうというこということで、今最後のハードルが、ネコギギ

の調査が、これは八対野地区を中心に回覧でも回っておりましたけども、

この７月に調査をされているようです。多分これがもう８月に終わるでし

ょう。そうすると、あと９月、１０月、早ければ１２月ぐらいに準備書が

出て、あるいは来年ぐらいになるんやないかなと思うんですけども、もう

それが出たら多分、建設されるだろうというのが私達の認識です。そこら

の認識を踏まえて、どのように、まず説明会を開きなさいという市長様の

三重県知事への要請を受けて、ＴＡＭＯなり三重県環境保全事業団はどの

ようなことをしたのか、そして今そういう段階の中でどのようにしてるの

か、もし市の方で把握していただいてるところがありましたら、教えてい

ただきたいと思います。 

 

では、事務局どうぞ。 

 

環境保全課でございます。 

どう説明させていただきましょうか。まず、環境アセスメント自体につ

いては、その事業が行われる地域の環境に対して、どういう影響を与える

ので、それに対して、環境保全措置をとっていく、その方法について評価

していくっていうもので、この手続きについて、これが終わったから直ち

に着手されるっていうものではないというのを、予めちょっとご説明させ

ていただきます。 

その上で、今、先程おっしゃっていたとおり、環境影響評価、県条例に

基づく環境影響評価の手続き中ということで、この前は方法書っていうこ

とで、その事業をするにあたって、その事業がどういう影響を与えていく

のかっていうのを評価するために、どういう内容を調査するのか、その調

査内容をどういうふうに評価していくのかっていう方法を検討する方法

書の段階だったんですね。その段階ではあるんですけれども、津市として

は、まず基本的に、市長が知事に対して意見を述べさせていただいた内容

なんですけれども、そもそも、最終処分場っていう処分場の性格上ですね、

下の地域が水を活用している地域であり、そこでもし何かあった時に、そ

の下の白山町の地区で、もし何かあった時に不可逆的な影響が起こるの

で、そういうのも含めてちゃんと評価するようにしなさいと。そういう説

明ができない、評価できないっていうか、その対策措置が取られないよう

な事業については、市としてはちょっと認めない、認めがたいと、そうい

う意見を出させてもらってます。なので、最終処分場という性格上、その

地域の影響は甚大で、将来的に影響を及ぼすので、そこの、そういう計画

については認めがたいんですよっていう趣旨の、内容のことについて知事
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に対して意見を出させていただいたというのがまず内容でございます。 

先ほどの、地元に対してどういう説明がっていう話なんですけれども、

環境アセスメントの場合は、まず方法書を作った上で、その方法書に基づ

いて、現地調査を行います。今、現地調査の段階で、要は事業者、元々環

境影響評価自体が事業者が行うものの関係上、方法書に基づいて、今、現

地の環境調査を行っているっていう段階なんです。その情報については、

私どもの方に報告されたり、県の方に報告されたりするものではないの

で、おそらく今、方法書に基づいて現地調査されているであろうという段

階です。私ども、県と連携してというか、県の方に確認して、現地調査を

してるんでしょうねっていう感じの内容は受けてますので、その段階にな

ると思います。 現地調査が終わってから、準備書の作成に入りますので、

また準備書の作成が終わった後、また、その現地の説明会が行われます。

なので、最終的には評価書まで作ってく段階であって、その後まだ産廃の

設置に関しては、産廃の許可申請をする前に、三重県の産廃条例っていう

のがございまして、ちゃんと合意形成を図りなさいっていう条例の手続き

がございます。なので、環境影響評価っていうのはあくまで、その事業が

周辺環境に与える影響について評価をするっていうものであって、直接的

な設置に関する直接的な手続きではちょっとないんです。なので、止まり

ませんよというのは恐らくそういう意味だと思いますので、これからその

環境アセスが終わったあと、三重県の産廃条例に基づく手続きがございま

す。そこでもまた津市としても、当然意見を言っていくタイミングがござ

いますので、そういうところではきちっと知事の方に、言っていくことに

なるのかなというふうには考えております。 

ちょっとすみません、先ほどおっしゃってた、地元への説明という話な

んですけれども、今そのアセスに関しての手続きということなので、この

後、準備書に入ったら準備書に入ったで、また公告縦覧説明会がございま

すし、環境アセスが終わったとしても、その後、産廃条例の手続きに入っ

て、ちゃんとその事業計画に基づいて、事業計画を地元に説明しなさい、

合意形成を図りなさいという手続きがございますので、まだちょっと手続

きがあるというご理解をいただければなというふうに思います。以上でご

ざいます。 

 

おっしゃること、そこで言われましたように、認め難いっていうスタン

スをこれからも十分堅持していただきたいと思いますし、この許認可権限

は県にあります。県ですので、十分県とも連携をとって、地域住民の意見、

地域住民の思い、願い、そこらをしていく。今おっしゃってるのは、まさ

に今現地調査中で、その一番最終段階がさっき言った、ネコギギがいるか

かいないかが一番今最終段階で、それが出た後、なんらかの動き。でも、

このままでいったら、どうも私達の感触として作られるだろうって、なか

なか止める手立てがない。今必死に模索しております。 

 

ええっと、よろしいですか。今言われたのは伊藤さん（環境保全課長）

ですか、言われましたけれども、環境影響評価自体が何か事業を止める手

段であるとか、そういうルールは全くそこに入っていないので、そういう
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理解ではちょっと間違ったところがあるかなと思います。すみません、私、

三重県環境影響評価委員会の会長をしております。環境影響評価の手続き

自体は割と事業計画の最初の方でございまして、その後、その結果を受け

て、県なり市なりがいろいろなことを判断していくものかなと。私、その

後のことはあまり詳しくはないんですけれども、そういうふうなことでは

あります。もちろんこれが、何がなんでもだめとか、あるいはいいとかっ

ていうような立場では私はございませんが、津市さんとしては、三重県の

許認可以外に、ちょっと名前、正確には覚えておりませんが、上水道の水

源の保全条例か何かお持ちなんじゃないですか？ですので、津市さんにも

止めるだけの権限があるんじゃないかというふうに私は認識はしており

ます。これは、私の意見ではないので、ちょっと、そういうふうなことが

あるんじゃないかというふうに思うのですが、金子先生何か詳しいことあ

りますか。 

 

津市さんは上水の条例で、そこのところはいわゆる意見は言えるけど権

限ではないですよね、多分。 

 

すみません、ちょっと補足をさせていただきますけれど、県の産廃条例

では、産廃の設置許可の申請手続きに入る前に十分、前は設置要綱に基づ

いて指導してたんですけど、条例に格上げというか、条例制定してですね、

きちんと事業内容が、関係する住民に説明をされることっていうのを条件

に、合意形成をちゃんと図りなさいという手続きが入ることになりまし

た。それで、ちゃんと十分説明が、合意形成されてるかっていうのを、事

業者側が新たに報告をさせるようになってますので、そのへんのことで、

私どもとしては県に対して、この段階で、県に対してこうですよっていう

ことを報告できるタイミングがありますので、そういうとこでちゃんと意

見を言っていくというふうには考えております。 

 

はい。ちょっと私が何か間違ってたのかもしれませんけど、すみません。

ありがとうございました。 

他にご意見ございませんか。どうぞ。 

 

環境基本計画の内容とか計画、それから成果等についてですね、広報津

とか環境だより、ホームページ等で公表しているようですけども、この効

果というのはどのように評価しているんでしょうか。例えば、ホームペー

ジであればですね、閲覧数とかなんかカウントできると思うんですけど、

そのような方法で、周知されてるかどうかの効果については、ただ書き込

んであるだけというふうには考えたくないんですけど、いかがでしょう

か。 

 

 事務局お願いします。 

 

すみません、環境政策課でございます。 

言われるようにですね、確かに、これをホームページであるとかですね、
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広報津であるとか、そういった部分では載せてる部分もあるんですけど

も、どれだけの効果があったのか、その閲覧数ですね、閲覧数ってカウン

トちょっとできるかどうかあれなんですけども、今ちょっとそこまでの閲

覧数、どれだけカウントがあったっていうのは、すみません、ちょっと見

ていないのであれなんですが、一応、こういう審議会をクローズドにする

というものではなくですね、やっぱりオープンにしていくという意味で、

住民の皆様にもですね、こういうことをやってるってことを、情報公開し

ていく上でも載せておりまして、そういう意味も一つ含めて、オープンに

するということが一つとですね、言われるように、皆さんに浸透していく、

啓発していくっていう部分もございますのでですね、今後、そういう部分

を頭に入れながらですね、取り組んでまいりたいと考えております。 

 

環境については、ますますこれからも重要になると思いますので、ただ、

今までのように環境に関心のある方は多分、広報津とか環境だよりとかホ

ームページも積極的に見ていくと思うんですけど、多くの方はそうでない

と思うので、その多くの、でない方も参加していくことがですね、今後、

こういうようなこと、効果ある計画にしていくと思いますので、そのへん

の努力をですね、一層していただければありがたいと思います。よろしく

お願いいたします。 

 

はい、ありがとうございます。 

他にございませんか。はい、どうぞ。 

 

横山です。 

小さいことなんですけど、２０ページにあります、大型家具等のごみ出

しを、職員の皆さんが家庭へ伺ってなさってもらってるっていうのを聞い

てるんですけど、私も合併するまでの旧村当時に職員で、収集をやったこ

とがあるんですけど、なかなか長続きしないんですよね。職員さんがこう

いうふうなことを直接やってもらうっていうことについてはどういうふ

うに感じていらっしゃるのか、そして将来もこのまま続けていかれるのか

っていうことを聞きたいのと、もう一つは、分別方法について細かいこと

を、障がい者の方、それで特に高齢者の方、その人達がいろいろと考えて

いただかなければならないことがあるんですけど、この審議会の委員さん

の中には、婦人会の連合会の方とかいろんな企業のそういう方達が居って

いただくんですけど、障がい者の役員の方とか、老人クラブの連合会の方

とかがいらっしゃらないんですけど、この廃棄物減量等推進審議会ってい

う中には、そういう人達があがっていただいているのかどうかっていうこ

とについてお聞きしたいと思います。やはり、私も旧村当時に、津市の真

ん中でそういうことをなさってみえる人と、美杉の山奥の方で、ごみ出し

をやっている本人については、いろいろと考え方が違うっていうことを感

じたことがあったんですけど、そういう広範囲で、老人クラブ連合会の皆

さん方の加入が必要じゃないかなと思います。  

それでもう一つは、１５ページの雑紙の回収に向けて業者と話し合った

けど、異物混入の可能性が否定できないので話が成立しなかったっていう
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のがあるんですけど、私ども家庭では、例えば、箱、小さい箱、カレーの

箱とか色んな箱をきちっと分別して、燃えるごみに出さずに、細かい雑紙

としてちゃんと袋に入れて出すっていうことをしてるんですけど、この異

物混入の可能性の「異物」って何なのかということを教えていただきたい

と思います。 

もう一つは資料編で３２ページにあります、津市一般廃棄物最終処分場

の、２８年度から令和４年度までの搬入量等が示されておりますけど、私

どもがこの処分場を引き受けたときは１５年間という使用する期間があ

ったんですが、その量が減ってきているので、１５年間ではいっぱいにな

らないからもっと延びるんじゃないかなっていうことは聞いていた訳で

すけど、この一般廃棄物を、今朝晩２回、最終処分場へ運んでもらってお

りますが、今は君ケ野ダムを経由して運ばれております。一番、私どもが

最終処分場を引き受ける時には、 県道４３号線矢頭道路を通って運んで

いただくっていうことを条件にして、引き受けたという経緯もございます

ので、そのことについてはどうなっているのかっていうことをお聞きした

いと思います。 

 

では、事務局からお願いします。 

 

環境事業課長の小橋でございます。 

私の方からは、大型家具の関係で、まずお話をさせていただきたいと思

いますけども、大型家具ですね、平成３０年から、今資料の方見ていただ

いたとおりですね、６年度目になるんですけども、ご好評いただいており

まして、令和３年度から４年度につきましても１.３倍ぐらいの、だんだ

んだんだん増えていっておりますので、これは継続をしてですね、我々も

この事業をですね、継続してまいりたいというふうに思っております。 

直接ですね、職員が取りに行くことによってですね、 毎回毎回、細かい

動きができますので、これはもう業者ではなくて、我々職員が行くことに

よって、細かな気配りができるというような位置付けでありますので、こ

れはもう、このままですね、継続をしていきたいっていうのが、先ほど申

し上げましたけれども、そういったことで思っておりますので、よろしく

お願いします。 

 

利点がある訳ですね。 

 

そうですね、はい。 

 

それでよろしいですか。 

 

はい、すみません。市民に分かりやすく負担の少ない分別方法というこ

とで、今言われるように、廃棄物減量等推進審議会において、老人会の方

であるとか、そういった方が参加されているかどうかということだと思う

んですけども、まずですね、老人クラブの代表の方一人が参加していただ

いておるのと、それから、障がい者の方であるとかですね、高齢者、要介
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護とか、そういういろいろあるかと思いますので、介護支援センターのそ

ういったケアマネージャーを代表されている方にもですね、参加いただい

てですね、老人の方であるとか、障がい者の方であるとか、分かりやすい

分別の仕方であるとか、あと今、問題になってるのは出し方なんですけど

も、例えば一人暮らしの老人の方がですね、一人暮らしで要介護を受けて

て、ステーションまでごみを捨てに行くことができない方であるとか、そ

ういったことも審議会の中で話しておりましてですね、今後ですね、そう

いう方に対してですね、うちの市としてもですね、衛生的にですね、ちゃ

んとそういう体の不自由な方であるとか高齢者の方がちゃんとごみ出し

できるような仕組みをですね、今考えているところでございます。 

それとすみません、雑紙の話があると思うんですけども、異物の方です

ね、雑紙というのがこういう紙（手元にあるコピー用紙を見せる）であれ

ばですね、今既にリサイクルしておるんですけども、雑紙と言いますと、

この紙をですね、バラバラにして破いたような紙のイメージなんです。そ

ういうものを雑紙として取り扱っているんですけども、雑紙に関して、こ

れであればこういう形でどんどんどんどん集めていけると思うんですけ

れども（手元にあるコピー用紙を積み上げるような動作を見せる）、雑紙

に関してはですね、バラバラになってるようなイメージでございますの

で、そのバラバラの紙をですね、一つの例えば、袋に入れさせていただい

て、それを出していただくようなイメージなんですけれども、袋に入れる

中で、透明の袋だといいんですけども、どうしてもやっぱり、色のついた

スーパーの袋であるとかそういった部分に入れますので、本来これが全部

ちゃんと雑紙と分かっていればリサイクルの方法があるんですけども、中

身がちょっと、集める段階では何が入っているか分からない、「異物」って

いうのが何って言われると、何が入っているか分からないようなものが入

っている可能性が多々あって、それをちょっと入れてしまうことによって

ですね、せっかく集めとったやつが、処分がなかなか難しくなったりいた

しますのでですね、それの方法を、今ちょっと業者の方といろいろ聞きな

がらですね、詰めとる段階ではあるんですけども、なかなか、雑紙に関し

てはですね、うまくですね、リサイクルの提案がなかなかできないってい

うような、そういう状況で今回、書かせていただいておるところでござい

ます。 

 

はい、ありがとうございました。事項１、まだいろいろあるかと思うん

ですけれども、時間の都合で、ここで次にいきたいなと思うんですが。 

 

一つだけすみません。先ほど議長がおっしゃっていた、水道水源保護条

例の件なんですけれども、あくまで（産業廃棄物処理施設設置の）許可権

限は県で、条例の趣旨としては水源の保護エリアで認められるかどうかっ

ていうものだということです。ちょっと補足的な説明で申し訳ないですけ

れど、それだけちょっとお断りさせていただきたいと思います。 

 

分かりました、すみません。あんまりよく分かってないのでしたね。は

い、ありがとうございます。 
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事項１については、この程度でとどめておきたいと思います。もしまだ

ご意見がございましたら、後で紙でいただければと思います。 

 

すみません、ご質問の中で、一志美杉線の話もありましたので、一般廃

棄物最終処分場のご質問もいただきましたので、私の方からお答えさせて

いただきます。  

資料編の３２ページのことを言われてると思うんですけれども、そちら

の方にですね、津市一般廃棄物最終処分場ということで、２８年度からの

数量を書かさせていただいて、このままでいくとまだまだっていうふうな

お考えかと思うんですけども、平成２０年当時の考えだったので、その時

のいろんなことを考えると、そのぐらいのボリュームになってたんですけ

ども、今実際２８年度から搬入させていただくとですね、破砕機の能力と

か上がってきてますので、量的には少なくなってきてますので、まだまだ

入るボリュームはあると考えております。これにつきましてもですね、今

後、災害とかいろんなこともございましてですね、そうなるとまたボリュ

ームも増えたりしますので、もう少しの段階になりましたら、また地域の

方々のところで話をさせていただいて、今後どのようにさせていただくか

ということについてもですね、まず協議会なりを通じましてですね、私の

方からご説明に上がらせていただきたいと思います。その１５年間がどう

なるかという話についても、まだ方針も決まっておりませんので、今後お

話をさせていただきたいと思います。 

あとですね、一志美杉線についてなんですが、平成２０年当時のですね、

建設にあたりまして、地域の方々のご要望の中にございました。二車線化

ということもございましたので、それについてはですね、なんせ一志美杉

線につきましては県道、県の事業で行っていたことでございましたので、

まずはトンネル、矢頭トンネルをまず供用開始までに仕上げるというスタ

ンスでやらせていただきました。それとは別にですね、バイパス、下之川

バイパスということで、県道との対岸にですね、市の方でできる事業とい

うことで、迂回ではないですけども対岸に新たな道を作らせていただきま

した。それも、供用開始まで、２８年度までに５年、約５年で４キロの道

を作らせていただきました。今のところはそういう状況でございます。一

志美杉線についても県の方が毎年、わずかではございますが予算をつけて

いただいて進んでいますが、これにつきましてもですね、うちの方からで

すね、また要望の方させていただいております。なるべく早く、全線が通

れるような、対応ができるような道にすることは強く要望していきたいと

思いますので、それでご理解いただきたいと思います。 

 

はい。では、まだご意見ある方はぜひ紙で後からお願いいたします。 

 それでは、事項２に入ります。「津市環境基本計画 中間見直し完了の

報告について」です。説明、事務局からお願いします。 

  

はい、すみません。津市環境基本計画中間見直し完了について、ご報告

申し上げます。 

 お手元のですね、「津市環境基本計画 中間見直し」の冊子をご覧くだ
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さい。 

津市環境基本計画の計画期間は平成３０年度から令和９年度までの１

０年間ですが、「社会や環境情勢等の大きな変化」が生じた場合は、必要に

応じて計画の見直しを行うものとなっているため、中間年度にあたる令和 

４年度に環境審議会でご審議いただいておりました。 

その内容等を踏まえ、最終調整をさせていただいた「津市環境基本計画 

中間見直し」の製本が完了しましたので、お配りさせていただきました。 

１ページからの序章につきましては、中間見直しにあたって新たに追加

した部分であり、主に計画見直しの背景を説明しています。 

７ページからの第４章と第５章につきましては、見直し前の計画から新

規で追加したもの、修正・削除したものを斜体太文字で表しております。 

また、１９ページからの参考資料につきましては、津市の環境の部分を

時点修正してあります。 

 令和５年度から、この見直し後の計画を基に、本市の環境施策を推進し

てまいります。着実に計画が実行されているかご確認いただき、今度とも

ご意見を頂戴できればと思いますので、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 

これで終わりですか。中身があんまりよく分からないですけども、何か

ご意見・ご質問はございますか。よろしいですか。 

じゃあ、ないようですので、事項２、この程度にとどめておきたいと思

います。 

 それでは、次、事項３ですね。「津市地球温暖化対策実行計画 一部改定

について」です。事務局から説明をお願いいたします。 

 

はい、すみません。失礼いたします。 

現行の「津市地球温暖化対策実行計画」につきましては、令和３年３月

に策定したものでございますが、その目標値は当時の国及び三重県の計画

との整合性を勘案し、２０３０年度の二酸化炭素排出量を基準年度である

２０１３年度比で、区域施策編・事務事業編ともに、３０％削減する目標

としておりました。 

 しかしながらですね、令和２年１０月の第２０６回通常国会におきまし

て、当時の首相であります菅首相の方からですね、「２０５０年までに温

室効果ガスの排出を全体としてゼロにする、すなわち２０５０年カーボン

ニュートラルの実現を目指す」と所信表明の中で述べました。 

 これを受けまして、環境省ではですね、「２０５０年までに年間１２億

トンを超える温室効果ガスの排出を実質ゼロにすること」を目標として、

令和３年１０月に、国の新たな「地球温暖化対策計画」及び「政府実行計

画」が閣議決定され、２０５０年カーボンニュートラルの実現を目指して、

２０３０年度の温室効果ガスの削減目標が引き上げられました。こうした

環境省の改定に併せ、令和３年３月に策定された「三重県地球温暖化対策

総合計画」の内容が令和５年３月に改定されております。 

 今回、これら国や三重県の計画が改定されたことを受けまして、本市が

令和３年３月に策定した「津市地球温暖化対策実行計画」を一部改定いた
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しました。 

 改定内容につきましては、先程も申し上げましたが、国の「地球温暖化

対策計画」及び「政府実行計画」の目標値が引き上げられたこと、及び、

三重県の「三重県地球温暖化対策総合計画」の目標値が引き上げられたこ

とに伴う、本市計画の改定ですので、根本的な方向性や方針が変わるもの

ではございません。ただし、目標値が大きく変わっておりますので、市と

して、各事業所や団体、各個人の温暖化対策の取組が津市域全体で進むよ

う促すとともに、一事業所としての津市の温暖化対策の具体的な取組につ

いても、環境部が先頭に立って、様々な事業を推進する中で温暖化対策を

進めていく必要があると考えております。 

 すみません、お手元のですね、「津市地球温暖化対策実行計画」をご覧く

ださい。 

 今回改定させていただいた部分についてはですね、文字に網掛けがかか

っている部分になります。 

 目次をご覧ください。よろしいでしょうか。 

 当該計画の全体の構成は、第１章から第１０章までとなっており、大き

くは「区域施策編」と「事務事業編」でまとめております。第１章が「実

行計画の基本的事項」、第２章が「温暖化の現状と国内外の動向」、第３章

から第６章までが「区域施策編」、第７章から第１０章が「事務事業編」と

なってございます。「区域施策編」とは、津市域全体として捉えた温暖化対

策の部分で、「事務事業編」が、一事業所としての「津市役所」の温暖化対

策の取組となります。国の「地球温暖化対策計画」が、本市計画の「区域

施策編」に該当する部分であり、国は、２０５０年カーボンニュートラル

の実現を目指して、「地球温暖化対策計画」において、基準年度である２０

１３年度比の２６％削減としていた以前の目標計画値を４６％削減まで

引き上げました。 

恐れ入ります、計画書の２２ページをご覧ください。区域施策編の本市

における二酸化炭素排出量の削減目標でございます。 

下段のカッコに囲まれた部分ですが、「２０３０年度（令和１２年度）に

おける二酸化炭素排出量を２０１３年度（平成２５年度）比で４８％削減

します」となっております。この部分ですが、令和３年の当初目標計画値

では３０％削減となっていた部分を４８％削減まで目標計画値を引き上

げたものでございます。 

 次に、国の「政府実行計画」が、本市計画の「事務事業編」に該当する

部分であり、一事業所としての津市役所の取組状況及び目標になる訳です

が、国は、２０５０年カーボンニュートラルの実現を目指して、「政府実行

計画」において、基準年度である２０１３年度比の４０％削減としていた

以前の目標計画値を５０％削減まで引き上げました。 

すみません、計画書の４６ページをご覧ください。よろしいでしょうか。

事務事業編の本市における温室効果ガス排出量の削減目標です。 

下段のカッコに囲まれた部分ですが、「２０３０年度（令和１２年度）に

おける温室効果ガス排出量を２０１３年度（平成２５年度）比で５０％削

減します」となっております。この部分ですが、令和３年の当初目標計画

値では３０％削減となっていた部分を５０％削減まで目標計画値を引き
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上げたものでございます。 

すみません、そのことが、別紙１「国、県の削減目標の引き上げと本市

計画の改定」でございます。ここまで説明させていただきました国、県の

計画目標値の引き上げと本市計画の削減目標値を引き上げた状況を一枚

の資料としてまとめたものでございます。 

 すみません、次に、別紙２になります。この別紙２なんですが、津市の

地球温暖化対策実行計画の新旧対照表としてまとめてございます。この別

紙２についてはですね、今回改定しました網掛けの部分の中から、主な改

定部分を一覧にしたものでございますので、新旧対照表と本市実行計画の

該当ページの両方をご覧いただきながら、ご確認いただきたいと思いま

す。 

 以上、駆け足でしたが、「津市地球温暖化対策実行計画」の改定部分の説

明を終了いたします。ご審議のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

ありがとうございました。 

ただ今、事務局からありました、津市地球温暖化対策実行計画 一部改

定について、皆様ご意見・ご質問ありましたらお願いいたします。 

どうぞ、原委員。 

 

国の計画変更で、この実行計画書を作成されて大変だったと思うんです

けれども、これをちょっと拝見して、精査はしてないんですけれども、例

えば２４ページ、表５－１で「二酸化炭素排出削減目標の内訳」というこ

とで、これを見ると国の削減量はだいたい６割ですね、で県があって、市

の取組は１０％、１割程度、まあ１１％ぐらいですかね。それから、４１

ページの網掛けの部分のところでですね、７行目ですか、「２０５０年に

向けては、技術革新による二酸化炭素排出の抑制に期待する」となってい

るんですけれども、これを見るとですね、市の二酸化炭素排出削減への寄

与というのはほとんど無いように感じられるんですけれども。 

国の方針が変われば当然、地方公共団体ですので変わらなければいけな

いという事情は分かるんですけれども、ちょっとこの計画をみると、非常

に心許ないような感じがするんですけれども、それはしょうがないんでし

ょうか。 

 

はい、事務局からお願いいたします。 

 

はい、環境政策課でございます。おっしゃるとおりですね、今の目標値

というのはですね、２０５０年カーボンニュートラルということで、国も

含めてですね、高い目標になっていることは間違いございません。今のま

まの取組状況・状態をそのまま続けていく、２０５０年カーボンニュート

ラルになるかというと、委員おっしゃるとおり、かなり困難な状況ではな

いかと事務局の方としても考えておるのが正直なところでございます。 

津市といたしましてはですね、昨年、地域脱炭素宣言をしてですね、今

現状カーボンニュートラルに向けですね、各企業様とも協定を結ぶなどし

てですね、でき得る限りですね、２０５０年カーボンニュートラルに向け
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てですね、何ができるかという部分を今後いろいろ考えながらですね、取

り組んでいく。今後、国の方針にしてもですね、カーボンニュートラルと

いう部分が大きな柱になっていくと思われますのでですね、これに関して

もですね、今後津市としても何ができるかを含めましてですね、２０５０

年この目標に近づけるようにですね、いろいろな施策を打つよういろいろ

努力・検討していきたいと、そのように考えております。 

 

はい、他にございますか。どうぞ。 

 

地域の農業のことについて少し、農林水産政策課の方からも来ていただ

いているようですので。 

今、地域の農業の新たな課題として、かつては人・農地プランというの

が作られて、それに基づいて私達は営農活動をしておりました。本年度か

ら新たな、人・農地プランをブラッシュアップした形の、地域地図づくり

ということで、新たなものを作っている訳なんですけれども、でも地域の

ことを見ると、今、遊休地や耕作放棄地、ひょっとするとちょっと手を入

れれば耕地に、農地に、元通りになるような、そこらも含めて、太陽光発

電基地にどんどんどんどん変わってきております。今もう目白押しです。 

多分こういう部分があるので、そこらの業者は今必至に漁っていると思う

んですけれども、もう本当にそんな形で、特に中山間地におけるところは、

今まで遊休地であり、耕作放棄地で荒れているところがどんどんどんどん

潰れていく。先ほども言いましたが、ちょっと手を入れれば農地に変わる

訳なんです。それもいい農地に変わる訳なんです。 

今回のＪＡみえなかの総会の時に、前葉市長が来ていただいて、そこで

ご挨拶されました。二つの地点が明示されました。一つは地域地図づくり

を、やっぱり地域に合った形のもので、絵に描いたプランだけのものにし

ない、やっぱりこれからの５年後１０年後を目指した形できちっとして欲

しいということと、もう一つは畑作、今まで、地域の農業は水田中心であ

った。そこからやっぱり脱却しないことにはだめなんじゃないか、特に畑

作というものにもういっぺん目を向けて、野菜や大豆や小麦や、食料自給

率、食料安全のことも踏まえて、稲作中心、これはもちろん瑞穂の国です

ので大事だけれども、もっと多面的、多角的な営農をしていく必要がある

んじゃないか、特に畑作にもっと眼目を置いた形のものをしていく必要が

あるのではないか。そのために、やっぱり遊休地や耕作放棄地をもういっ

ぺん農地に、耕地に、みんなでする必要があるんじゃないかということが

提言されました。 

そこらのことを踏まえて、今もう本当に太陽光発電がめちゃくちゃ増え

てきております。そこらについてどのように考えておられるのか、農林水

産政策課としてありましたら教えていただきたいと思います。 

 

 農林水産政策課、葛井です。 

まず、遊休農地とかですね、その関係ですが、今筧さん言われますよう

に、中山間地域ないし他の地域でも遊休農地の問題があります。私ども令

和版営農会議というのをですね、年に二回開催させていただきまして、農
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家の方からお話しを聞いております。特に畑地に関しましては、耕作放棄

地になりやすいという傾向がありますので、市長も挨拶で申しておりまし

たが、なんとかその畑地をですね、例えば、担い手の方は大規模的にやっ

ていただく、それで商売をなされておりますけれども、いわゆる小さい畑

ですね、そういうところにですね、なんとか耕作放棄を止めたいという思

いでですね、今地域にお邪魔しながらですね、農業委員あるいは最適化推

進委員のみなさんにご意見を聞いて、なんとか手立てをしたいなと検討し

ておる状況でございます。 

それと、人・農地プランという、将来、人と農地の関係をどうするのか

ということの人・農地プランというのが以前からありましたが、この４月

からですね、地域計画と名称を変えまして、市が中心になって作成するこ

ととなっておりますので、２年間の間に遊休農地をどうするのか、あるい

は現状農地をどうするのかという状況で、これも農業委員、あるいは最適

化推進委員の方と一緒にですね、地域にお邪魔してプランを作っとるよう

な状況でございますので、またですね、筧さんの地区にもお邪魔させてい

ただきますのでその時はいろいろお願いしたいのですが、特に畑地です

ね、これは市も真剣になって考えておりますので、もう少ししたらプラン

が出せると思いますので、今検討中でございます。 

 

早くしてください。 

 

はい、他にございますか。 

 

よろしいですか。 

 

はい、どうぞ。 

 

畑井でございますけれども、今計画につきまして、数値を変えたものを

中心に、それから若干これまでの計画に加筆訂正をしたもので出されてい

る訳ですが、カーボンニュートラル、２０５０年は先のこととしてですね、

２０３０年を考えますと、単純に数字を置き換えて実行できるようなもの

ではないと思っております。例えば、この資料の４７ページの上の所に、

削減目標がございますけれども、エネルギーの問題は実行できるかも分か

りませんけれども、非エネルギーの問題がですね、平成年代から現在まで

増えているものをさらに１０ポイント、あと７年で削減していくというよ

うな数字になっているんですよね。これは単純に数字を置き換えてやって

いきましょうということではなくて、具体的にじゃあ私達の生活をどのよ

うに変えていくのか、そういうものも含めて検討しないと、これが計画で

すよというふうに言われるのは早計ではないかなと思っております。 

 カーボンニュートラルの取扱いについては、去年の８月に前葉市長様が

脱炭素宣言をされて、今年度に入りまして、プラットフォーム事業の会合

も行われました。プラットフォーム事業の方ではですね、若い方を中心に

いろんな取組を現在検討されているところだと思いますので、そういう若

い人達の検討の状況も踏まえて、この環境審議会を何回か開いて、少なく
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ともあと一回は開いて、若い人達の意見を取り入れた形で、こういうふう

な生活様式に変えれば、これだけの削減ができるというような、目に見え

るような計画づくりを提示しないとだめなんじゃないかなというふうに

思っておりますので、ご検討いただければと思います。以上です。 

 

はい、事務局から何かお答えいただけますか。 

 

環境政策課の林と申します。よろしくお願いいたします。 

今回のですね、地球温暖化対策実行計画におきましてはですね、冒頭で

も西川（環境政策担当参事（兼）環境政策課長）の方よりお話しさせてい

ただきましたけれども、県及び国のですね、目標が変わったという部分の

中で、当然２０３０年に向けてですね、私達津市がどのような目標数値に

向かって進んでいくのかという部分の一部改定をさせていただいたとこ

ろでございます。 

この地球温暖化対策実行計画、津市の作成する部分におきましては、概

ね５年毎に改定を行うというような形で、立て付けで進めさせていただい

ておりますので、次回の定期的な改定につきましては、令和７年度に抜本

的な改定の方を考えております。ですので、先ほどご意見賜りましたよう

にですね、プラットフォームの取組等を含めましてですね、次回の全部改

定のときには、その部分も反映させていただければというふうに考えてお

ります。以上です。 

 

はい、よろしいでしょうか。 

 

はい、理解しました。 

 

他にどなたかございますか。 

はい、木村委員。 

 

先ほどのご質問に関連もしているんですけれども、具体的な案がいつで

るのかなということをお聞きしたかったんですが、これから考えるという

理解でよろしいんですかね。 

それで４１ページのところに、そのロードマップということで、地域特

性を考慮した津市の施策ということで、いくつか書いてあったりするんで

すけれども、特にその一番下のところの「吸収源の確保」というところな

んですが、具体的にはこれからというふうに言われていますが、どういう

ふうな内容が想定されるんでしょうか。 

 

吸収源の確保ですけども、森林環境譲与税とかさまざまな森林の整備で

あるとかですね、そういった森林施策がありまして、二酸化炭素を逆に吸

収する方ですね、その整備を、吸収源の確保ということで考えております。 

 

林業振興室の藤田です。 

今のお話しの補足になりますけれども、森林に関しては、森林を整備す
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ることで木が成長したりしていくということで、吸収源の対策になるとい

うことは、国だけじゃなくて世界的にもそういうふうにみられておりま

す。ということで、林業振興室におきましても、森林環境譲与税が令和元

年から譲与が始まってますけれども、意向調査とかそういった部分を含め

ながら、現時点で毎年１００ha近い面積の森林整備を進めております。今

後については意向調査が終わってきますので、その倍ぐらいの森林整備、

要は未整備な状態で手入れがされていない森林に関しての整備を中心に

行っていくことで、森林が持つ吸収源という部分での役割を進めていきた

いと。税に関しては今のところ単年度で終わるものではないので、林業振

興室、津市としましては引き続きしっかり、市にある民有林の森林整備に

取り組んでいきたいというふうに思っております。 

 

よろしいですか。 

 

どうぞ。 

 

ありがとうございます。今のご説明ですと、陸上のことが想定されてい

るのかなというふうに思うんですけれども、現在ブルーカーボンというこ

とで、海の方の藻場であるとかアマモ場とか、それから干潟とか、そうい

う場所での吸収源としての役割というのもクローズアップされています

ので、今後そういうところにも着目されて進められるといいのではないの

かなというふうに思います。陸上はもちろん、森林整備大事だと思います

けれども、一方でメガソーラーの問題とか、そのようなところでトレード

オフもいろいろあると思いますので、津市は海にも面していますので、そ

ちらの方も考えられるといいんじゃないかなと思っています。よろしくお

願いします。 

 

はい、ありがとうございます。 

他にございませんか。どうぞ。 

 

すみません、ＰＴＡ連合会の木原でございます。 

実行計画に云々というよりは、このカーボンニュートラルという考え方

は、新たな価値観だというふうに思っておりますので、２０５０年の、こ

こから２５年先ですかね、新たな社会の担い手になる子ども達へ、この考

え方をしっかりと伝えていくということを、この実行計画とともに、環境

部さんの方でも進めていただければなというふうに思ってます。意識の高

揚とか、いろんなところに市民意識の醸成等を書いていただいてますけ

ど、その中に子ども達という視点も入れていただいて、取組を進めていた

だければなというふうに思っておりますので、引き続きどうぞよろしくお

願いいたします。 

 

何かありますか。よろしいですか。 

 

ありがとうございます。私達、地域脱炭素宣言をしたときのポリシーと
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しましては、今のこの津市の豊かな環境を次世代にこのまま美しい姿で引

き継いでいくということを理念に掲げさせていただきました。ですので当

然ながら先ほど、ご意見賜りましたようにですね、今の子ども達にカーボ

ンニュートラル、そして自然について考えていただく機会というのは持っ

ていただく必要があるのかなというふうに思っております。 

今現在、私達津市はですね、環境フェスタ等でですね、お子様にも学ん

でいただける機会を作っていると同時にですね、今後も学校さんからの要

請がございましたらですね、環境に関する出前講座をさせていただいたり

とか、していきたいなというふうに思っておりますのと、３月に運用開始

をさせていただきましたプラットフォームのポータルサイトの部分も、今

ちょっと、大人向けの状況になっておりますので、いろいろ調査研究を進

めながらですね、お子様向けの情報についても発信できればなというふう

に考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

はい、ありがとうございました。 

 

すみません、林業振興室です。 

今の関連で、今週の日曜日になりますけれども、７月３０日、もう事前

に募集済んでますけれども、「夏休み森と緑の親子塾」という形で、約５０

名の親子さんが美杉の方に来て、林業体験とか森林の話とかそういったこ

とをさせていただきます。また、９月の２、３日に関しましては松菱さん

の７階催事場を借りまして、脱炭素のパートナーシップ協定に基づいて、

中勢森林組合と津市と、あと場所を提供していただいた松菱さんとで二日

間、林業体験であったりとか、そういう森林に関しての環境的な役割につ

いてのお話しとか、そちらについては特に人数制限は設けておりませんの

で、そういった活動の方しっかりさせていただいてます。 

私ども林業振興室なので、森林というところを中心に話させてもらって

ますけれども、当然他のところも、今環境さんの方でお話しさせてもらっ

た部分があると思いますけれども、林業としては喫緊の部分で今週末と９

月の頭にさせていただくということをお伝えさせていただきます。 

 

はい、ありがとうございました。 

他にどなたかございますか。どうぞ。 

 

環境省の曽山です。 

まず、国の目標を大きく上回る数値の目標をつけていただきまして、誠

にありがとうございます。ぜひ、達成いただければと思います。 

あと、新旧対照表の方の中で、二枚目のところの部門別の内訳があって

ですね、その中に、これまで市の取組のところで運輸部門に数字が上がっ

ていたのが、今回運輸部門から数字が消えちゃっているのはなんでかなと

いうふうに思ったことが一点ございます。 

あと、家庭部門のところの数値が非常に大きくなっていて、対策の方を

見ると家庭の方にかなり力が入っているかなと思うんですけど、ここらへ

んを補助金で頑張られるのか、どういったことをやられるのかなというの
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政策課長 

 

 

 

 

 

が少しあります。 

もう一つ、先ほどの筧委員との質問等々に被ってくるかと思うんですけ

ど、再エネ目標値が今回示されていないなというふうに思っていて、区域

の中の再エネ導入目標値はどういう結論でこれになられたのかなという

のと、もう一つ、それに基づく促進区域の検討はされたのかされてないの

かというところは、検討の経緯がよく分かってないので、教えていただけ

ればと思います。 

 

はい。では事務局からお答えをお願いいたします。 

 

すみません、お待たせしました。 

まず、運輸部門が新の方から津市の取組の中で抜けておるという部分の

ご質問ですね。その部分は、いろいろ統計データを精査していく中で、国

の方のですね、取組の中に内包されているというふうな考え方で整理をさ

せていただきました。 

あと、家庭部門の市の取組が伸びているという部分はですね、今、津市

は家庭用の再生可能エネルギー、太陽光パネル、あと小型風力、またエネ

ファームといういわゆる新エネ補助金というものをさせていただくと同

時にですね、今年度よりＮｏｎ－ＦＩＴの自家消費型の補助金の開始の方

も今検討しておるところでございます。それらの過去のこれまでの実績等

を踏まえてですね、今後の二酸化炭素の削減量の方を算定させていただき

ました。 

再生可能エネルギーの導入率の目標であるとか、促進区域のところにつ

いては、今の現状では検討できておりませんでしたので、今後課題として

考えていきたいなと考えております。以上です。 

 

曽山委員よろしいですか。 

 

はい。 

 

他にご意見ございますか。 

無いようでしたら、事務局はそれぞれの意見を尊重していただいて、環

境施策に生かしていただきたいと思います。 

 では次に、事項４「その他」でございますが、事務局から何かございま

すか。 

 

すみません、事務局でございます。 

その他の事項でございます。 

津市上下水道事業経営審議会より、津市環境審議会からの委員の推薦依

頼がございました。 

津市では、市の水道事業、工業用水道事業、公共下水道事業、市営浄化

槽事業、農業集落排水事業及び共同汚水処理施設事業の円滑な経営を図る

ため、地方自治法の規定により津市上下水道事業経営審議会を設置してお

ります。当審議会では、上下水道事業等の基本計画の策定及び推進に関す
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ること、料金及び使用料に関すること、経営戦略に関することを調査審議

していただいております。 

なお、今現在は畑井委員に津市上下水道事業経営審議会の委員をしてい

ただいておりますが、令和５年１０月１日から務めていただく委員を、津

市環境審議会から推薦いただきますようよろしくお願いいたします。 

 

この審議会から推薦するということなんですが、既に畑井委員がされて

おられるということで、引き続きお願いすればいいかと私は思うんですけ

れども、それでよろしいですか。 

 

    ※異議なし 

 

 では、畑井委員を推薦いたします。 

委員の皆様、他に何かございますか。よろしいですか。 

じゃあ事項４についても終了して、事務局に一旦お返しいたします。 

 

はい、すみません。事務連絡をさせていただきます。 

本日は、津市環境基本計画 令和４年度年次報告書について、津市環境

基本計画 中間見直し完了の報告について、さらに津市地球温暖化対策実

行計画 一部改定につきまして、ご審議いただき、誠にありがとうござい

ます。 

 時間の都合もありまして、まだまだご意見等ある委員の方もお見えにな

るかと思います。 

 つきましてはですね、ご意見等ございましたら、お手元に配布させてい

ただいております「意見シート」にて、来月８月４日金曜日を目処にご意

見等をいただけましたら幸いでございます。提出方法はファックスでもＥ

メールでも結構ですし、様式につきましてもですね、別添の「意見シート」

にこだわりはございませんので、自由様式で結構でございます。ファック

ス番号、Ｅメールアドレスは、意見シートの下段に記載していますのでよ

ろしくお願いいたします。 

また、本日ご出席をいただいております委員の皆様の任期２年が本年１

１月２５日で満了となりますので、現委員の皆様による審議会は本日が最

後になる見込みとなっております。頂きました貴重なご意見等は今後の施

策に生かしていきたいと思います。皆様お忙しい中、２年間どうもありが

とうございました。 

 

 はい、ありがとうございました。現委員での最後の審議会ですので、私

からも少しだけご挨拶させていただきますが、私も２年前に初めて委員に

なって、同時に会長になりましたので、何もよく分からないで、必死で司

会だけさせていただきました。会長として特にすることもできず、お恥ず

かしい限りですが、一方で大きな破綻もなくここまでこれたのも、やはり

委員の皆さんとそれから事務局の皆さんのおかげかと思いますので、感謝

いたします。どうもありがとうございました。 

じゃあ、次は副会長から。 
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副会長ということは名ばかりでございまして、本当にお役に立てたのか

どうか分かりませんけれども、皆様方のご協力のおかげで無事に務めさせ

ていただくことができました。ありがとうございました。 

委員長が男性だから、副委員長は女性の方がいいんだろうという、恐ら

く事務局等のお考えもあって、私がこの場に携わらせていただいたんだろ

うと思ってはおりますが、なにしろ女性の社会進出も増えまして、そして

女性のそういう役職への登用ということもかなり言われてきております

が、この委員会におきましても、一人でも多く、次回女性が増えると嬉し

いなということと、期待を持っております。 

おかげさまで、このメンバーに参加させていただいたことで、いろんな

立場の方々と出会うことができて、お話しを伺うことができまして、私自

身にとっても非常に学ぶことが多い２年間でございました。また任期終了

後もどこかで皆さんとお会いする機会がありましたら、その時はまたよろ

しくお願いしたいと思います。ありがとうございました。 

 

はい、ありがとうございました。 

じゃあ事務局からも、何かございますか。 

 

それでは、私の方からも、改めてお礼申し上げたいと思います。委員の

皆様におかれましては、本当に環境審議会、２年間ありがとうございまし

た。 

さまざまなご意見、さまざまな視点からですね、貴重な意見いただきま

して、本当にありがとうございました。環境問題はこれからも山積みとい

うかですね、たくさん問題を抱えております。今後とも皆様のお力添えを

いただきまして、２年間本当にありがとうございました。 

 

はい、ありがとうございました。 

他に事務局から連絡事項等ございますか。 

 

現委員の皆様の任期につきましてはですね、１１月２５日で満了となっ

ておりますが、その次の委員につきましては、各団体様に委員候補者のご

推薦をお願いする予定でございます。各団体様から次期委員への就任依頼

がございましたら、お引き受けいただけますと幸いでございます。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

なお、新しい委員の皆様への委嘱式は、１１月に行う予定をしておりま

す。以上でございます。 

 

以上で本日の事項はすべて終了いたしました。 

これで、「令和５年度 第１回環境審議会」を終了したいと思います。 

２年間どうもありがとうございました。 

 


